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研究実績の概要 （ 600～ 800字 で 記 入 。 図 、 グ ラ フ 等 は 記 載 し な い こ と 。 ）  

携 帯 電 話 や 情 報 家 電 な ど の 組 込 み シ ス テ ム を 開 発 す る 技 術 者 の 需 要 は 、 近 年 ま す ま す 高

ま っ て い る 。 経 済 産 業 省 の 調 査 に よ れ ば 、 組 込 み シ ス テ ム の ソ フ ト ウ ェ ア の 規 模 は 、 こ こ

数 年 で 5～ 10倍 の 数 百 万 行 規 模 に 達 し て お り 、 こ の 開 発 に 携 わ る 組 込 み 技 術 者 の 不 足 は 、

約 7万 人 と い わ れ て い る 。 ま た 、 組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 に お け る 課 題 と し て 、 技 術 者 の

ス キ ル 不 足 が 最 大 の 問 題 と さ れ て い る 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 組 込 み シ ス テ ム 開 発 に 必 要 と

な る 知 識 伝 達 だ け で な く 、 ス キ ル 向 上 を 目 指 し た PBL教 材 の 開 発 を 検 討 し 、 以 下 の よ う な

研 究 成 果 を ま と め た 。 本 研 究 の 成 果 物 は 、 本 学 OPIの Embedded System講 座 の 教 材 と し て 利

用 す る と と も に 、 平 成 20年 度 発 足 予 定 の 創 造 技 術 専 攻 (現 在 文 科 相 へ 申 請 中 )の 組 込 み 技 術

関 連 講 義 科 目 に 取 り 入 れ ら れ た 。  

 

1) 本 学 OPIの Embedded System講 座 の 教 材  

ETSSエ ン ト リ ー レ ベ ル の 前 提 条 件 と な る 教 材 と し て 、 本 学 OPIで 実 施 し て い る Embedded  

System講 座  入 門 編 。 ま た 、 ETSSエ ン ト リ ー レ ベ ル の 教 材 と し て 、 C言 語 編 、 組 込 み OS編 の

教 材 を 開 発 し 、 講 座 を 実 施 し て い る 。 い ず れ の 講 座 も CPUボ ー ド を 利 用 し た 演 習 形 式 の も

の で あ る 。  

 

2) 大 学 院 レ ベ ル の 高 度 組 込 み 人 材 育 成 の た め の 教 材  

 ETSSミ ド ル レ ベ ル の 教 材 と し て 、 組 込 み シ ス テ ム の 開 発 を 体 験 し な が ら 学 習 し て い く PB

L型 教 材 の 構 想 を ま と め た 。 こ の 構 想 は 、 組 込 み シ ス テ ム の 開 発 モ デ ル で あ る V時 開 発 モ デ

ル を 基 盤 と し て 、 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 プ ロ セ ス (PSP、 TSP)を 取 り 入 れ 、 複 数 人 数 か ら 成 る グ

ル ー プ に よ る 組 込 み シ ス テ ム 開 発 を 体 験 し な が ら 学 習 す る 。 本 教 材 の 詳 細 に つ い て は 、 今

後 の 検 討 課 題 で あ る 。  
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